









のたねと呼ぶ）は 2010 年 1 月に結成された。後
に会長となる女性はもともと一関市に所在する県
立千厩病院（14 年現在、病床・許可 188 床、稼
動 161 床）の医師の過酷な勤務状況を聞いていた
が、千廐病院が 09 年 11 月に開催した「千厩病院
を知ろう」（講演会）に参加して、誰かが動かね
ば病院が崩壊するという危機感を強く持ち、結成
に至った。千厩病院の常勤医師数は 01 年の 18 人
から 09 年の 6 人（13 年 2 月 10 人）まで激減し、
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に一時活動休止状態になっていたが、12 年 10 月
に再開されている。市地域医療連携推進室がコー
－ 214 －






































とであるが、2006 年 4 月から花泉地域診療セン
ターとなり、病床数は 75 から 19 まで減少した。
花泉地域診療センターは 09 年 4 月から無床化さ
れ、10 年 4 月に民間移管され、19 床復活となった。
そして、12 年 4 月から県立に戻り、無床である。
「花泉の地域医療をサポートする会」（以下、サ
ポートする会と呼ぶ）は地元出身の県議の勧めを
















いが、2013 年 2 月現在、副会長の 1 人は市立花
泉公民館長である。
　サポートする会は、2009 年 4 月の花泉地域診







































厚生病院（病床・許可 257 床、2009 年 4 月に県
立北上病院と統合して中部病院となる）の産科





























　次に、会報（不定期、A3 サイズ、両面 1 枚）
である。医療やお産に関する情報やイベント情
報、総会・行事報告、会員の活動・出産等の報告
などからなり、2011 年 5 月に第 22 号が発行され
た。そして、第二の会報のような「お産ぽ通信」
は 00 年 7 月に創刊されているが、もともとは代
表を含む有志（お産経験者や助産師）の手により、
そして、11 年 11 月には第 10 号が発行された（第
























































年 4 月に県立山田病院の常勤医師が 3人から 2人
となり、内科医ゼロで内科が崩壊したことを背
景に、設立総会にあたる第 1回総会（09 年 7 月）

















































































　住民会議は 2010 年 7 月に千厩病院を訪問して
おり、院長の講話や朝顔のたねの活動紹介、意見






沼宮内病院（病床・許可 60 床）は当初 2010 年 4
月から無床化されることになっていたが、病床維
持や民間移管などを模索する町の要望を受けて延







関する住民運動は、ひとまず 2004 年 2 月に県（医
療局）が「県立病院改革（基本プラン・実施計
画）」（04 年度～ 08 年度）を公表し、多くの病院
が病床の大幅減の対象になった時にまで遡ること

















































である。高田病院を発展させる会は 2013 年 2 月
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　＊本研究は JSPS 科研費（課題番号 24730422）
の助成を受けたものです。
【注】
１）  サポーターズの構成団体の 1つにお産応援団と呼ばれ







なり、24 時間体制で 1 人が詰めている。また、院内
助産システムが導入されている。普通分娩のみの対応
で、リスクが高い出産は取り扱っていない。
２） 県が沼宮内病院の無床化計画を公表した 2008 年には
「町職員組合、県医療局労組沼宮内病院支部、盛岡医療
生協北岩手支部など 5団体で組織する『岩手町の医療
と福祉を守る会』」（岩手日報 2009 年 3 月 1 日付）が結
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究』第 24 巻第 1号、医療経済学会・医療経済研究機構）。
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（『病院』70 巻 9 号、医学書院）。
ヘ ルスケア総合政策研究所編（各年度版）『医療白書』日
本医療企画。
